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友愛パーク・朝日開園
　市内川島田に「友愛パーク・朝日」が開園しました。広大な芝生広

場や遊具を備えた冒険広場・幼児広場などがあり、大人も子どももゆっ

たりと過ごせる公園です。ぜひ遊びに来てください。（３月14日撮影）
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❖  

３
つ
の
柱  

❖

1 

経
済
活
性
化

2 

地
域
医
療
体
制
及
び
　

　  

　
子
育
て
支
援
の
充
実

3 

危
機
管
理
体
制
の
強
化

を
大
き
な
３
本
柱
と
し
て
捉
え
、

各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

1 

経
済
活
性
化

　

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
そ

の
た
め
に
「
観
光
ハ
ブ
都
市
」

を
目
指
し
て
、
既
存
の
観
光
資

源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
育
成
・
開
発
な
ど

を
進
め
、「
御
殿
場
ら
し
さ
」

を
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
御
殿
場
市
を
訪

れ
た
観
光
客
に
市
内
を
回
遊
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
滞
留
し
て

い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
で
、

御
殿
場
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
御
殿
場

へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
御
殿
場
型
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
新
築
事
業
等
に
対
す
る
大

規
模
支
援
事
業
も
、
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

2 

地
域
医
療
体
制
及
び
　
　

　
　
　
　
子
育
て
支
援
の
充
実

　

市
民
が
健
康
で
安
全
・
安
心

な
生
活
を
築
く
た
め
に
、
地
域

医
療
体
制
審
議
会
を
設
置
し
地

域
医
療
の
充
実
に
向
け
、
調

査
・
審
議
を
し
て
い
く
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
子
宮
頸
が
ん
・

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
全

額
公
費
負
担
で
実
施
し
ま
す
。

　

不
妊
治
療
医
療
費
助
成
事
業

及
び
妊
婦
の
定
期
健
診
助
成
事

業
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
な
ど
、
女
性
や
子

ど
も
に
対
す
る
思
い
や
り
あ
る

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

3 

危
機
管
理
体
制
の
強
化

　

災
害
に
強
い
ま
ち
を
築
い
て

い
く
た
め
に
、
災
害
時
に
お
け

る
正
確
な
情
報
の
発
信
・
受
信

が
で
き
る
よ
う
情
報
力
の
強
化

に
努
め
、
公
共
施
設
の
非
常
発

電
施
設
整
備
等
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
内
59
自
治
区
の
防
災
力
を

高
め
、
自
主
防
災
組
織
力
の
強

化
を
図
り
、
真
に
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
自
主
防
災
資
機
材
の
補
助

や
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
３
つ
の
重
要
施
策
の

ほ
か
に
も
、
今
抱
え
て
い
る
全

て
の
課
題
に
対
し
て
真し

ん

摯し

に
取

り
組
み
、「
安
全
・
安
心
な
も
と
、

夢
と
希
望
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
輝

か
し
い
御
殿
場
」
を
創
造
し
て

い
き
ま
す
。

【
基
本
姿
勢
】

　

昨
年
は
、
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
、
放
射
能
問
題

な
ど
国
難
と
も
言
え
る
大
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
影
響
は
、

日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
、
地
方
の
社
会
・
経
済
環
境

も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
厳
し
い
状
況
を
打

開
す
る
た
め
、「
御
殿
場
型
Ｎ

※

Ｐ
Ｍ
」
の
構
築
と
機
能
化
を
基

本
姿
勢
と
し
て
掲
げ
、
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
行
動
計
画
の
策
定

と
実
施
に
よ
っ
て
、
平
成
23
年

度
ま
で
に
そ
の
全
体
像
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
24
年

度
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
「
御
殿

場
型
Ｎ
Ｐ
Ｍ
」
が
本
稼
働
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
時
代
の
流
れ
も
、
地
域

主
権
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、

自
治
体
の
責
任
、
裁
量
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ

を
最
優
先
に
考
え
た
上
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

一
つ
一
つ
の
課
題
解
決
に
誠
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
結

果
、
本
市
が
ま
す
ま
す
魅
力
あ

る
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
良
い
環
境
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
、「
御
殿
場
型
Ｎ

Ｐ
Ｍ
」
に
掲
げ
た
「
笑
顔
と
活

力
の
あ
ふ
れ
る
御
殿
場
」
の
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
23
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
本
会
議
で
、
若
林
市
長
は
、
平
成

24
年
度
の
市
政
運
営
の
考
え
方
と
重
要
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
施
政

方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
24
年
度
に
行
う
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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平
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度
市
長
施
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方
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「
笑
顔
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活
力
の
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ふ
れ
る

御
殿
場
」
へ
向
か
っ
て

※ ＮＰＭ（ニューパブリックマネジメント／新公共経営）…行政に民間企業の経営理論、経営手法
などを導入することで、行政の効率性、有効性を向上させ、質の高い行政サービスを提供すること。

平成 24年度市長施政方針

「笑顔と活力のあふれる御殿場」へ向かって
平成24年度市長施政方針

「笑顔と活力のあふれる御殿場」へ向かって
平成24年度市長施政方針

「笑顔と活力のあふれる御殿場」へ向かって

▲▶地域防災訓練
　での初期消火訓
　 練 や、AED 講 習
　などの様子

▲昨年 11 月には御殿場コシヒカ
　リを使って作られたビール「御
　殿場コシヒカリラガー」が誕生

各
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
企
画
部
に
関
す
る
施
策

▼
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
…

「
市
長
へ
の
提
言
」
や
「
市
長

と
語
る
ミ
ニ
懇
談
会
」
な
ど
に

よ
り
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
市
政

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。　

　

更
に
、
市
の
重
要
な
施
策
等

を
策
定
過
程
で
公
表
し
、
市
民

の
意
見
を
聴
く
「
み
ん
な
の
声

を
活
か
す
意
見
公
募
手
続
」
を

活
用
す
る
な
ど
、
開
か
れ
た
市

政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▼
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録

…
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
に
よ

る
現
地
調
査
が
今
年
の
夏
か
ら

秋
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
活
動
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
登
録
の
実
現
に
向
け
て
、
市

民
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
よ
う

取
り
組
む
と
と
も
に
、
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
す

る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

◆
総
務
部
に
関
す
る
施
策

▼
職
員
の
意
識
改
革
・
人
材
育

成
…
『
市
民
一
人
ひ
と
り
の
幸

せ
を
最
優
先
に
考
え
、
行
動
す

る
職
員
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す

る
人
材
育
成
基
本
方
針
の
も
と
、

「
御
殿
場
型
Ｎ
Ｐ
Ｍ
」
を
推
進

す
る
た
め
、
引
き
続
き
意
識
改

革
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
等
を

実
施
し
、
人
事
評
価
制
度
の
試

行
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
人
事
制
度
の

改
革
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の

向
上
を
目
指
す
た
め
、
厳
正
な

服
務
規
律
を
確
保
し
、
危
機
管

理
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
職
員
を
適
材
適
所
に
異
動
、

配
置
す
る
な
ど
、
適
正
な
人
事

管
理
に
努
め
ま
す
。

◆
健
康
福
祉
部
に
関
す
る
施
策

▼
保
育
園
運
営
事
業
…
市
民
の

保
育
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
一
時
預
か

り
事
業
、
延
長
保
育
等
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
定
員
の
弾
力
的
運
用
を
図

り
、
引
き
続
き
保
育
士
の
確
保

に
努
め
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
児
保
育
事
業
に

つ
い
て
は
、
民
間
保
育
所
へ
の

助
成
を
行
い
、
保
育
所
へ
の
入

所
が
可
能
な
児
童
の
更
な
る
受

け
入
れ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
生
活
環
境
部
に
関
す
る
施
策

▼
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
事
務

や
パ
ス
ポ
ー
ト
事
務
…
住
民
情

報
の
適
切
な
管
理
に
配
慮
し
つ

つ
、
届
出
処
理
や
各
種
証
明
書

の
発
行
時
間
の
短
縮
な
ど
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
住
民

票
及
び
印
鑑
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
本
年
度
開
始
し
、
よ

り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
改
正
住
民
基
本
台
帳

法
施
行
に
伴
う
外
国
人
住
民
に

係
る
住
民
基
本
台
帳
制
度
へ
の

移
行
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
産
業
水
道
部
に
関
す
る
施
策

▼
地
場
産
品
と
地
域
特
性
を
生

か
し
た
事
業
…
地
元
の
お
も
て

な
し
、
振
る
舞
い
料
理
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
「
み
く
り
や

そ
ば
」
を
普
及
促
進
す
る
た
め

に
組
織
さ
れ
た
「
御
殿
場
み
く

り
や
そ
ば 

あ
な
た
の
そ
ば
で

振
舞
隊
」
と
と
も
に
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
御
殿

場
地
方
の
歴
史
や
文
化
、風
土
・

風
習
を
学
び
な
が
ら
、
郷
土
愛

が
育
ま
れ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
き
ま
す
。

◆
都
市
建
設
部
に
関
す
る
施
策

▼
景
観
計
画
策
定
…
御
殿
場
市

は
、
市
独
自
の
景
観
形
成
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
景
観
行
政

団
体
へ
と
移
行
す
る
た
め
、
今

後
、
積
極
的
な
景
観
行
政
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、

観
光
ハ
ブ
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

景
観
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
平

成
25
年
度
を
目
途
と
す
る
当
市

の
景
観
計
画
策
定
と
景
観
条
例

制
定
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

◆
危
機
管
理
室
・
　
　
　
　
　

　
　
　
　
消
防
に
関
す
る
施
策

▼
防
災
関
連
事
業
…
日
常
生
活

に
お
け
る
演
習
通
報
や
、
災
害

時
に
お
い
て
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
重
要
な
防
災
行
政
無
線

の
更
新
・
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
を
、

平
成
24
年
度
・
25
年
度
の
２
カ

年
で
整
備
し
、
情
報
伝
達
手
段

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
市
指
定
の
避
難
所
専
用

の
発
電
機
・
投
光
機
及
び
、
避

難
所
標
識
板
を
逐
次
整
備
・
更

新
し
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
部
に
関
す
る
施
策

▼
学
校
教
育
…
小
学
校
で
は
昨

年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は
平
成

24
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領

が
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
の
連
携
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
く
中
で
、
魅
力

あ
る
学
び
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
、

新
学
習
指
導
要
領
の
確
か
な
定

着
を
目
指
し
ま
す
。

▲市長と語るミニ懇談会

▲市役所のパスポート申請窓口

▲振舞隊によるみくりやそばの
　ＰＲ活動

平成 24 年度市長施政方針の
全文は、市役所情報公開コー
ナー、市ホームページでご覧
いただけます。

検索御殿場市　施政方針
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平成 24 年度の一般会計予算は、前年度に比べ、４億６千５百万円、１．３％減少して 350 億９千万円となりました。
昨年３月に発生した東日本大震災や世界経済の減速、円高などの影響から、日本経済の先行きが極めて不透明な中、
「御殿場型ＮＰＭ」の観点から既存事業の集中と選択に努め、子ども医療費の助成範囲の拡大、地域防災力の強化、
財産区からのご理解とご協力を得ながらの小・中学校の耐震化、地域経済の活性化をもたらす住宅建設等助成事業の
継続、観光ハブ都市推進事業のスタート、高齢者健やか事業における無料券の共通券化など、市民の生命や雇用を守
り、子育てや健康を支える事業を積極的に展開していくため編成した予算です。

財政課☎ (82)4322

平成 24 年度一般会計予算編成における重点事業
　第３次御殿場市総合計画後期基本計画実施計画を基に、限られた財源を最大限有効に活用するために、可能な
限り経常経費の縮減に努め、次の４つの事業を重点事業に掲げて編成しました。
　　　　①誰もが安心して暮らせるまちづくり事業（医療施設耐震整備補助事業など）
　　　　②子どもを育むまちづくり事業（子ども医療費助成事業、放課後児童健全育成事業など）
　　　　③観光ハブ都市・御殿場の魅力と活力を発信する事業（観光ハブ都市推進事業など）
　　　　④健康と幸せな暮らしを支えるまちづくり事業（予防接種事業、各種がん検診等事業など）

一般会計　歳入の状況

　市税は、歳入全体の 43.1％を占め、前年度と比較
して２億６千万円余、1.7％の減を見込みました。こ
れは、円高や震災の影響による企業収益の減少に伴う
法人市民税の減額などによるものです。
　財産収入は、神場南土地区画整理事業用地売払収
入などの減額により、前年度と比べ、４千万円余、
34％の減を見込みました。
国庫支出金は、児童手当支給額の減額に伴う国庫負

担金の減額などにより、前年度と比べ、２億６千万円
余、5.7％の減となりました。
　市債（市の借金）は、小・中学校の耐震化のための
借り入れが減少したことなどにより、前年度と比べ、
１億２千万円余、4.9％の減を見込みました。
　地方特例交付金は、児童手当特例交付金の減額など
により、前年度と比べ、６千万円余、31.7％の減と
なりました。
　地方交付税は、市税収入の減少に伴い普通交付税の
交付を見込んだことから、前年度と比べ３億８千万円
の大幅増となりました。

会　計　名 予　算　額 前年度比

一　般　会　計 350 億 9,000 万円 1.3％減

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険会計 75 億 6,200 万円 1.5％増

簡易水道会計 1 億 1,700 万円 10.4％増

観光施設事業会計 2,000 万円 25.9％減

救急医療センター会計 4 億 8,600 万円 3.6％増

公共下水道事業会計 16 億 8,200 万円 5.9％減

介護保険会計 43 億 8,800 万円 8.5％増

農業集落排水事業会計 4,700 万円 2.1％減

後期高齢者医療特別会計 ７億 5,000 万円 10.3％増

企
業
会
計

上水道事業会計 21 億 8,062 万円 0.8％増

工業用水道事業会計 7,596 万円 3.9％増

合　　計 523 億 9,858 万円 0.0％減

平成 24年度各種会計予算一般会計　歳出の状況

民生費
総務費
教育費
土木費
衛生費
公債費
消防費
農林水産業費
商工費
労働費
その他

　民生費は、歳出全体の 25.3％を占め、前年度
と比較して２億円余、2.4％の増を見込みました。
これは、障害者福祉や少子化対策事業の充実など
によるものです。
　教育費は、小・中学校の耐震化が進んでいるこ
となどから、前年度に比べ、４千万円余、0.8％
の減となりました。
　土木費は、市道整備事業の縮小や友愛パーク・
朝日整備事業の完了などにより、前年度に比べ、
３億円余、6.3％の減となりました。
　衛生費は、塵芥処理費に係る広域行政組合負
担金の減額などにより、前年度に比べ、２億 7
千万円余、6.9％の減となりました。
　公債費は、赤字特例債（市債）の元金償還が本
格化したことなどにより、前年度と比べ、2 億円
余、6.5％の増となりました。
　消防費は、地域防災無線デジタル化整備事業の
完了などにより、前年度に比べ、３億４千万円余、
21.1％の減となりました。

会　計　名 平成 24 年度末
現在高見込額

平成 23 年度末
現在高見込額

一 般 会 計 278 億 7,292 万円 282 億 8,502 万円

特 

別 

会 

計 

観光施設事業会計 2,204 万円 2,936 万円

公共下水道事業会計 106 億 3,619 万円 108 億 4,300 万円

農業集落排水事業会計 2 億 5,588 万円 2 億 6,648 万円

合　　計 109 億 1,411 万円 111 億 3,884 万円

広域行政（御殿場市分） 10 億 3,650 万円 13 億 6,863 万円

合　　計 398 億 2,353 万円 407 億 9,249 万円

（平成24年度末は平成24年１月１日現在の人口88,232人で算出）

会　計　名 平成 24 年度末
現在高見込額

平成 23 年度末
現在高見込額

一 般 会 計 315,905 円 321,970 円

特 別 会 計 123,698 円 127,862 円

広域行政（御殿場市分） 11,747 円 15,557 円

合　　計 451,350 円 465,389 円

0 20 40 60 80 100

消費的経費　58.1％ 投資的経費　22.8％ その他　19.1％その他　19.1％

14.6％ 8.8％15.6％ 13.5％ 13.7％ 24.4％ 6.5％6.5％

補助費など
　14.8％

物件費
15.4％

人件費
14.2％

繰出金
  6.6％
繰出金
  6.6％

その他
  3.0％

公債費
  9.5％

普通建設事業費
　　22.8％

扶助費・維持
補修費 13.7％

2.9%

(%)

その他       依
存
財
源

市債
国・県支出金

その他 自
主
財
源

繰入金
市税

53 億 6,991 万円

44 億 6,354 万円

52 億 5,446 万円

89 億 165 万円

37 億 2,305 万円

33 億 2,094 万円

12 億 9,181 万円

8億 8,581 万円

7億 7,670 万円

7億 6,620 万円

3億 3,593 万円

25 億 1,500 万円

24 億 530 万円

59 億 2,313 万円

30 億 1,204 万円

61 億 2,353 万円

151 億 1,100 万円

◦歳出　性質別内訳

歳入

歳出
一般会計予算　平成 24年度当初予算額　350 億 9,000 万円

市債の状況

市民一人当たりの市債

平成 24年度予算

平成 23年度予算

※１

※３

※４

※２

※１…内訳は、議会費、災害復旧費、諸支出金、予備費です。
※２…内訳は、地方消費税交付金、地方特例交付金、地方交付
　　　税などのお金です。
※３…内訳は、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入、
　　　寄附金、繰越金、諸収入です。

※４…内訳は、積立金、貸付金、予備費です。

みんなの生活・雇用を守る、
将来志向型予算

平成 24年度一般会計予算

平成24年度

平成 23年度

◆ ◆◆ ◆◆ ◆

国・県支出金

みんなの生活・雇用を守る、
将来志向型予算
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市
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
に
際
し
て
、

誕
生
記
念
樹
「
桜
」
の
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
と
と
も
に
、
満
開
に
咲
き

誇
る
桜
と
な
る
よ
う
、
ぜ
ひ
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

都
市
整
備
課
☎(
82)
４
２
２
７

　
　

苗
木
の
受
取
方
法

　

原
則
と
し
て
出
生
届
提
出
時

に
、
市
の
窓
口
で
引
換
券
を
受

領
し
、
指
定
の
引
換
所
で
引
換

券
と
交
換
で
苗
木
を
受
け
取
り

ま
す
。

　

引
換
券
の
有
効
期
限
は
、
誕

生
日
か
ら
１
年
で
す
。

（1）
引
換
券
の
受
領

①
市
内
で
出
生
届
を
提
出
す
る

場
合
…
出
生
届
提
出
時
に
、「
誕

生
記
念
樹
引
換
券
」
を
交
付
し

ま
す
。

※
御
殿
場
市
に
住
民
登
録
の
な

い
人
が
、
御
殿
場
市
内
で
出
生

届
を
提
出
す
る
場
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

②
市
外
で
出
生
届
を
提
出
し
た

場
合
…
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
駅
前
の
都

市
整
備
課
（
新
橋
１
９
９
０
の

10　

Ｂ
Ｅ
‐
Ｏ
Ｎ
Ｅ
ビ
ル
４

階
）
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す

誕
生
記
念
樹
と
し
て

7

　

「
応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
市
民
活
動
」

４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
す

　

市
で
は
、「
御
殿
場
を
も
っ
と
良
く
し

た
い
！
」「
こ
の
課
題
を
何
と
か
解
決
し

た
い
！
」
な
ど
、
日
頃
感
じ
る
公
共
的
な

課
題
に
行
政
と
協
力
・
連
携
し
て
取
り
組

む
団
体
へ
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
行

政
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
効
率
的
に
身
近

な
課
題
を
解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
民
協
働
課
☎(

82)

４
３
０
８

●
対
象
事
業

　

市
民
活
動
団
体
が
自
ら
企
画
し
、
市
内

で
実
施
す
る
市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
事
業

●
対
象
市
民
活
動
団
体

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
、
公
益
性
を

図
る
た
め
の
非
営
利
事
業
に
自
主
的
に
取

り
組
む
3
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

●
対
象
部
門

①
は
じ
め
の
一
歩
部
門

　

こ
れ
か
ら
活
動
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る

団
体
を
対
象
と
し
て
、
立
ち
上
げ
に
あ
た

り
、
行
政
の
支
援
を
必
要
と
す
る
事
業
に

支
援
し
ま
す
。（
上
限
／
１
団
体
５
万
円
）

②
市
民
提
案
部
門

　

市
民
活
動
団
体
が
、
市
民
と
行
政
と
の

連
携
に
よ
る
住
み
良
い
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
そ
の
専
門
性
及
び
特
性
を

発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
事
業
に
支

援
し
ま
す
。（
上
限
／
１
団
体
30
万
円
）

市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

交
付
団
体
募
集

で
も
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
本

の
あ
る
環
境
」を
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
図
書
館
や
書
店
な
ど
へ
行
っ
て
み
る

　

家
族
で
本
の
あ
る
場
所
へ
出
掛
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
何
気
な
く
手
に
取
っ
た
本
の

中
か
ら
、
お
気
に
入
り
の
本
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
少
し
の
時
間
で
も
継
続
的
に

　

毎
月
第
３
水
曜
日
は
市
の
「
家
庭
読
書

の
日
」
で
す
。

　

始
め
は
短
い
時
間
か
ら
で
も
い
い
の
で
、

読
書
の
習
慣
づ
く
り
を
心
掛
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
読
ん
だ
本
に
つ
い
て
家
族
で
話

を
し
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

図
書
館
で
の
お
は
な
し
会　
　
　
　

　
（
場
所
／
図
書
館　

お
は
な
し
の
部
屋
）

　

図
書
館
で
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
す
る
「
お
は
な
し
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
親
子
お
は
な
し
の
会　

毎
月
第
２
・
４

水
曜
日　

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
広
場　

毎
週
土
曜
日　

午
後

２
時
30
分
か
ら

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
☎(

82)

０
３
９
１

●
募
集
期
間

４
月
９
日
㈪
～
５
月
18
日
㈮

※
こ
の
事
業
は
、
審
査
会
前
に
行
政
の
担

当
課
と
の
打
合
せ
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
は
右
記
の
と
お
り
で
す
が
、
早

め
に
市
民
協
働
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
会
議
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
公
開
の
審
査
会
で
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
応
募
説
明
会
開
催

　

市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
や
補
助
金
へ
の
応
募
方

法
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」　

第
３
・
４
会
議
室　

平
成
23
年
度
市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
事
業
報
告
会
開
催

　

申
請
を
検
討
し
て
い
る
団
体
は
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
21
日
㈯　

午
後
２
時
30
分
～

３
時
30
分

会
場
／
市
民
会
館　

第
７
会
議
室

▼
補
助
金
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

市
民
協
働
課
☎(

82)

４
３
０
８

▼
補
助
金
申
請
に
関
す
る
相
談
／

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎(

70)

６
８
２
０

ごてんば
情報

ごてんば
情報

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
と
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

　
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
は
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
積
極
的
に
読

書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
設
け

ら
れ
ま
し
た
（「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
）。
ま
た

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
は
「
こ
ど

も
の
読
書
週
間
」（
㈳
読
書
推
進
運
動
協

議
会
に
よ
る
）
で
す
。

　

市
で
も
「
御
殿
場
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
」に
基
づ
き
、『
本
で
つ
な
ご
う
・

ご
て
ん
ば
の
あ
し
た
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
子
ど
も
が
本
の
楽
し
さ
に
出

会
い
、
本
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
家
族
や
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
本
に
親
し
む
時
間
を

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

読
書
の
時
間
を
つ
く
る
の
が
な
か
な

か
難
し
い
と

い
う
場
合
は
、

次
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ

ん
か
。

◎
身
近
な
と
こ
ろ
に
本
を
置
い
て
み
る

　

子
ど
も
の
手
が
届
く
場
所
に
本
を
置
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
気
が
向
い
た
時
に
い
つ

　御殿場市に住民登録のある人が、子
どもを出産した際、子ども 1 人につ
き 1本、桜の苗木をプレゼントします。

　御殿場市に住民登録のある人が、子
どもを出産した際、子ども 1 人につ
き 1本、桜の苗木をプレゼントします。

（2）
苗
木
と
の
交
換

　

誕
生
記
念
樹
引
換
券
を
持
参

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
引
換
所
の

営
業
時
間
内
に
、
苗
木
と
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
の
連
絡

は
不
要
で
す
。

　
　

樹
種

❀
ゴ
テ
ン
バ
ザ
ク
ラ

❀
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

❀
フ
ジ
ザ
ク
ラ

❀
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

❀
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ

❀
オ
カ
メ
ザ
ク
ラ

※
時
期
に
よ
り
、
樹
種
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

引換所（営業時間） 住所 電話番号

㈲丸幸農園
（午前９時～午後５時）
※年中無休

上小林 317 番地 ☎ (89)0116

東富士園芸センター
（午前９時～午後４時）
※悪天候日は休業

神場 2457 番地 ☎ (89)1984

≪誕生記念樹引換所≫

※
補
助
金
申
請
に
関
す
る
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、
本
紙
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

桜
を
受
領
し
て
も
、
自
宅
に

植
え
る
場
所
が
な
い
人
な
ど
は
、

４
月
１
日
に
開
園
し
た
「
富
士

御
殿
場
工
業
団
地
第
２
公
園
」

に
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
園
前
を
通
る
市
道

０
１
２
５
号
線
は
、
富
士
御
殿

場
工
業
団
地
の
企
業
の
協
力
の

も
と
、
桜
が
い
っ
ぱ
い
に
咲
き

誇
る
街
道
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
心
に
位
置
す
る

公
園
を
、
誕
生
記
念
樹
の
桜
で

い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

希
望
す
る
人
は
、
都
市
整
備

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

富
士
山
を
の
ぞ
む
公
園
に
桜
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か
？▲富士御殿場工業団地第２公園を桜でいっぱいに！
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　日本ＹＭＣＡ同盟　東
とうざんそう

山荘などが主催する「３．１１揚がれ！
希望の凧 in 御殿場」が陸上競技場で行われました。
　午後２時 46分に黙とうをささげた後、参加者約 70人のメッ

セージが書かれた凧が一斉に揚げられました。被災地の復
興への願い、鎮魂の祈りなどそれぞれの希望、夢、思いが
描かれた凧が風に乗り大空高く舞いあがりました。風を受
け舞う凧の姿に、復興への確かな希望を見ることができま
した。
　東日本大震災から１年。一日でも早い復興のため今、私
たちにできることを精一杯していきましょう。

　水かけ菜の収穫・漬け込み体験が上小林地先の圃
ほ

場
じょう

と上小
林公民館で行われました。収穫体験では、ぬかるんだ足場に、
悪戦苦闘しながらも立派な水かけ菜をかごいっぱいに収穫し
ていました。収穫直後の水かけ菜を食べてみると、ほろ苦い
中にも甘みが感じられ、みずみずしいおいしさが口
いっぱいに広がりました。
　収穫した水かけ菜は、早速地元農家の皆さんと一
緒に手もみの漬け込みを行いました。漬け込まれた
水かけ菜は、1 週間もすれば食べ頃とのこと。おい
しい水かけ菜の漬物ができたことでしょう。

自
主
防
災
活
動
へ
の
参
加　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、

か
つ
断
続
的
に
続
く
全
国
各
地
で
の

地
震
及
び
こ
の
冬
の
雪
害
等
、
防
災

に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
個
人

や
家
族
の
力
だ
け
で
は
救
助
に
限
界

が
あ
り
、
危
険
や
困
難
を
伴
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
も
、
自
主
防
災
活
動
に
よ
り
近

所
の
人
が
協
力
し
合
い
、
多
く
の
尊

い
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
区
に
は
自
主
防
災
会
が
あ
り
、

会
長
・
防
災
部
長
・
防
災
リ
ー
ダ
ー

な
ど
を
中
心
に
、
日
頃
か
ら
地
域
内

の
安
全
点
検
や
区
民
へ
の
防
災
知
識

の
普
及
・
啓
発
、
防
災
訓
練
の
実
施

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度
の

活
動
目
標
や
防
災
組
織
、
研
修
会
等

の
計
画
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
組

織
参
加
の
第
一
歩
と
な
る
出
前
講
座

や
研
修
会
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

危
機
管
理
は
「
事
後
の
百
策
よ
り

事
前
の
一
策
」
が
大
切
で
す
。
あ
な

た
も
自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
て
災

害
時
の
心
構
え
や
応
急
対
応
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室  

☎ （
82
）
４
３
７
０

8

66

3/11　みくりや特産！水かけ菜

3/22　絶景の感動をあなたに！

3/11　あの日から１年、希望を凧
たこ

に乗せて　

◀採れたてを試食！

◀記念すべき第１号証明書を受け取った
　小池潮里さん

◀
ぬ
か
る
ん
だ
足
場
に
大
苦
戦

◀
観
光
協
会
長
と
富
士
娘
に
よ
る
証
明
書
の
交
付

▶
願
い
を
込
め
た
凧

▲

空高く舞いあがれ！

 　「御殿場の富士山　感動証明書」の交付式が、観光協
会案内所で行われました。
　感動証明書とは、御殿場市へ観光に来た皆さんに「富
士山が一番きれいに見えるまち御殿場市」で富士山を鑑
賞した証として渡されるもの。
　当日は、鎌倉市から来た小池潮

しお  り  

里さんが、証明書第
１号を受け取りました。
　また、証明書は引き続き、観光協会案内所で毎日発
行されます。これからも多くの観光客の皆さんに、感
動を持ち帰ってほしいですね。

　
　近くに高層マンションが建ち、マンションの子ども
会の保護者を巻き込んで新橋区のソフトミニバレー
ボール大会に参加したのが 5 年前。
　最初は子ども達も一緒にプレイしていたのが、いつ
しか大人たちが熱くなり、大人のソフトミニバレーボー
ルチーム「ＮＢＮ」が誕生したのです。
　毎週木曜日夜、御殿場南中学校で練習をしています。
今では、飲み会などの予定も「木曜日の夜は空けてお
こう！」と思うほどです。
　現在は、チーム「ブラックベリー」や他のチームに
所属している人も一緒に練習して切

せ っ さ た く ま

磋琢磨しています。
　楽しい中にも技術向上を目指しながらの練習です。
いよいよシーズン到来！
　御殿場市のソフトミニバレーバール大会や、それぞ
れの住む地区の大会で練習の成果が発揮できたらいい
なぁと思います。

執筆／鈴木　洋美　☎（82）1703

vol.339

ソフトミニバレーボールチーム
NBN

　
市
役
所
本
庁
舎
、
正
面
玄
関
か
ら
入
っ

て
左
奥
。
１
階
の
中
で
も
比
較
的
目
立
た

な
い
場
所
に
、
課
税
課
は
あ
り
ま
す
。

　
「
課
税
課
っ
て
一
体
何
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
の
？
」

　

そ
う
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
尋
ね
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
に
言
う
と
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
、
住
民
税
や

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
賦
課
を
担

当
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
固
定
資
産
税
の
家
屋
担
当
と
し

て
、
新
増
築
し
た
建
物
の
調
査
・
評
価
を

行
い
、
税
額
を
算
出
す
る
仕
事
な
ど
、
家

屋
の
税
金
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
築
の
お
宅
を
拝
見
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
所
有
者
の
人
か
ら
「
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
い
ら
ず
だ
ね
」
な
ど
と
、
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。
実
は
、
毎
回
緊
張
し
な
が
ら
調
査

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
。

　

他
に
も
課
税
課
に
は
、
固
定
資
産
税
の

土
地
担
当
・
償
却
資
産
担
当
、
ま
た
、
市

民
税
の
担
当
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金

の
賦
課
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
税
金
」
と
聞
く
と
、全
く
分
か
ら
な
い
、

難
し
い
と
い
っ
た
印
象
を
持
つ
人
が
多
い

で
す
し
、
私
自
身
も
、
常
に
勉
強
の
毎
日

で
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
の

疑
問
は
、
気
軽
に
課

税
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

職
員
一
同
、
可
能

な
限
り
丁
寧
に
説
明

い
た
し
ま
す
！

総
務
部
　
課
税
課

　
☎(
82)

４
１
３
９

家屋スタッフ
野木　愛

めぐみ

▲実地調査も行います

　市民協働事業として、平成 18 年度から地元のボランティア団
体「くすのき会」を中心に、神山５区の支援を得て整備された「し
ろやま広場」の完成報告会が行われました。
　整備前の神山城址は、生い茂った草木でとても人が入れるよう
な状態ではなく、時に 3 メートルもの背丈がある笹を前にして、
作業は苦労の連続だったといいます。　
　広場には、間伐材を利用したアスレチックや、駿河湾も見渡せ
る見晴らし台なども並んでいます。地元の皆さんの思いがギュッ
とつまった広場で、ぜひ自然と触れ合ってください。

３/11　神山城址公園「しろやま広場」完成！▶
手
作
り
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク ▶

事
業
に
携
わ
っ
た

皆
さ
ん
と
市
関
係
者

9
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の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
展
示
（
写
真
撮
影
可
）

入
場
料
／
大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

３
０
０
円
（
未
就
学
児
は
入
場
無
料
）

◎
シ
ン
ボ
ル
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期
間
／
４
月
20
日

（金）
～
22
日

（日）　

午
後
６

時
頃
～
午
後
８
時
30
分

会
場
／
富
士
山
樹
空
の
森　

四
季
彩
の
丘
、

ま
る
び
ド
ー
ム
外
周

入
場
料
／
無
料

《
共
通
事
項

》

問
い
合
わ
せ
／
富
士
山
樹
空
の
森

☎(

80)

３
７
７
６

　

 

手
話
教
室
受
講
生
募
集

　

御
殿
場
市
・
裾
野
市
・
小
山
町
の
広
域

で
開
催
す
る
厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
（
入
門
課
程
）
に
対
応
し
た
初
心

者
向
け
の
講
習
会
で
す
。

日
時
／
５
月
22
日
～
10
月
16
日
の
毎
週
火

曜
日
（
全
21
回
）　

午
後
７
時
～
９
時

※
７
月
29
日

（日）
は
、
必
須
講
義
が
あ
り
ま
す
。

※
８
月
14
日

（火）
は
、
休
講
日
で
す
。

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」　

２
階　

第
３
・
４
会
議
室

対
象
／
２
市
１
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
１
、
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
直
接
ま
た
は

電
話
で
、
小
山
町
健
康
福
祉
課
☎(

76)

６
６
６
６
へ

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

　

 

市
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

◎
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

日
時
／
５
月
11
日

（金）
か
ら
６
月
５
日

（火）
ま

で
の
毎
週
火
・
金
曜
日　

午
後
７
時
～
９

時
30
分

会
場
／
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
／
市
民
及
び
市
内
に
通
勤
し
て
い
る
人

募
集
人
数
／
60
人

参
加
料
／
５
、
０
０
０
円
（
全
回
分
）

申
し
込
み
期
限
／
４
月
27
日

（金）

◎
初
心
者
剣
道
教
室

日
時
／
５
月
12
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
の

土
曜
日
の
う
ち
全
20
回　

午
後
1
時
～
５
時

会
場
／
市
体
育
館

対
象
／
小
学
校
４
年
生
以
上

募
集
人
数
／
20
人

参
加
料
／
２
、
０
０
０
円
（
全
回
分
）

申
し
込
み
期
限
／
４
月
28
日

（土）

◎
初
心
者
合
気
道
教
室
（
第
１
期
）

日
時
／
５
月
６
日
か
ら
７
月
29
日
ま
で
の

日
曜
日
の
う
ち
全
10
回　

午
後
６
時
～
７
時

会
場
／
市
体
育
館

対
象
／
中
学
生
以
上
の
初
心
者

募
集
人
数
／
20
人

参
加
料
／
３
、
０
０
０
円
（
全
回
分
）

申
し
込
み
期
限
／
４
月
27
日

（金）

◎
親
子
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

日
時
／
５
月
12
日
か
ら
２
月
16
日
ま
で
の

土
曜
日
の
う
ち
全
15
回　

午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分

会
場
／
市
体
育
館 

他

対
象
／
小
学
校
１
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

募
集
人
数
／
30
組
（
60
人
）

参
加
料
／
１
０
、
０
０
０
円
（
年
間
）

申
し
込
み
期
限
／
４
月
21
日

（土）
～
28
日

（土）

《
共
通
事
項

》

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
各
申
込
期
限

内
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
市
体
育
協

会
☎(

80)

５
５
６
６
、
ま
た
は
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
☎(

82)

４
１
３
５
へ

※
親
子
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
の
申
込
受
付

は
、
市
体
育
協
会
の
み
で
す
。

　

 

富
士
山
樹
空
の
森 

各
種
イ
ベ
ン
ト

◎
樹
空
の
森 

花
火
大
会

　

「
富
士
山
樹
空
の
森
」

開
園
１
周
年
を
記
念
し

て
、
花
火
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
４
月
29
日

（日）　

午
後
７
時
～
（
45

分
間
程
度
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌
30
日

（月）
ま
た
は
５

月
３
日

（木）
に
順
延
し
ま
す
。

打
ち
上
げ
場
所
／
印
野
地
区
ス
ポ
ー
ツ
公

園
「
丸
尾
パ
ー
ク
」
グ
ラ
ウ
ン
ド

打
ち
上
げ
花
火
数
／
約
５
、
０
０
０
発

※
当
日
、
会
場
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
御
殿
場
駅
か
ら
の
有
料
バ

ス
ま
た
は
高
塚
臨
時
駐
車
場
か
ら
の
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展

展
示
期
間
／
４
月
20
日

（金）
～
５
月
28
日

（月）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

※
毎
週
火
曜
日
は
休
園
（
５
月
１
日
を
除
く
）

会
場
／
富
士
山
樹
空
の
森　

企
画
展
示
室

内
容
／
３
Ｄ
ア
ー
ト
や
、
だ
ま
し
絵
な
ど

11

有
料
広
告

10

申
請
者
／
子
ど
も
の
保
護
者
（
自
ら
健
康

保
険
に
加
入
し
、
医
療
費
を
負
担
し
て
い

る
場
合
は
本
人
で
も
申
請
可
能
で
す
）

必
要
な
手
続
き
／

○
４
月
１
日
か
ら
高
校
２
・
３
年
生
相
当

年
齢
と
な
る
子
ど
も
（
平
成
６
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
…

３
月
中
に
手
続
き
に
関
す
る
案
内
と
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
案
内
に
あ
る

添
付
書
類
と
あ
わ
せ
て
、
子
育
て
支
援
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
以
降
、
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
る
ま
で
に
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
４
月
１
日
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
年
齢

と
な
る
子
ど
も
（
平
成
８
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
…
３
月

中
に
郵
送
し
た
新
し
い
受
給
者
証
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
人
で
案
内
や
受
給
者
証
が
郵

送
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
子
育
て
支
援

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
子
育
て
支
援
課
☎(
82)

４
１
２
４

　

 

市
民
文
芸
「
ご
て
ん
ば
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

　

市
民
文
芸
「
ご
て
ん
ば
」
第
24
号
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
し
た
作
品
は
、

市
民
文
芸
「
ご
て
ん
ば
」
第
24
号
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。

募
集
部
門
／
小
説
、
児
童
文
学
、
紀
行
文
、

随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

※
作
品
規
格
は
、
募
集
要
項
及
び
市
民
文

芸
「
ご
て
ん
ば
」
第
23
号
巻
末
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
で
、
文
芸
創
作
活
動
を

生
業
と
し
て
い
な
い
こ
と

発
表
・
発
行
／
受
賞
者
に
は
直
接
通
知
し

ま
す
。

※
発
表
は
９
月
、
発
行
は
11
月
の
予
定
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
５
日

（木）

か
ら
５
月
31
日

（木）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
〒
４
１
２
‐

８
６
０
１　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎(

82)

４
３
１
９
へ

※
募
集
要
項
及
び
原
稿
用
紙
は
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
ま
た
は
市
役
所
各
支
所
で
配
付

し
て
い
ま
す
。

　

 

ご
て
ん
ば
市
民
芸
術
祭　
　
　

　
　
　
　
　

 

「
写
真
展
」
作
品
募
集

期
日
／
6
月
16
日

（土）
～
24
日

（日）

会
場
／
市
民
会
館　

会
議
棟
1
階　

展
示

ホ
ー
ル

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人
及
び
文
化
協
会
加
盟
者
（
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

応
募
点
数
／
１
人
１
点
の
み

作
品
規
格
／
①
単
・
組
写
真
と
も
白
黒
ま

た
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

②
単
写
真
の
サ
イ
ズ
は
、
四
つ
切
以
上
半

切
以
内
（
Ａ
３
ノ
ビ
は
可
）、
組
写
真
は

１
５
０
㌢
×
１
５
０
㌢
以
内

③
額
装
・
普
通
パ
ネ
ル
・
マ
ッ
ト
パ
ネ
ル

張
り

※
陳
列
に
必
要
な
装
備
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

5
月
31
日

（木）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
ま
た
は
市
民
会
館
に
あ
る
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
〒
４
１
２

‐
８
６
０
１ 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内 

市

民
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
☎(

82)

４
３
１
９
、 

℻(

82)

４
３
３
３
へ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
実
践
講
座
「
も
ら
え
る
助
成
金

　

 

申
請
書
の
書
き
方
」
受
講
団
体
募
集

　

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
及
び
市
民
活
動
団

体
に
、
助
成
金
申
請

の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
習
得
し
て
い
た
だ

く
講
座
で
す
。

期
間
／
5
月
8
日

（火）
～
12
日

（土）　

午
前
10

時
～
午
後
５
時

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
内　

市
民
活
動
室

対
象
／
平
成
24
年
度
ま
ち
づ
く
り
事
業
補

助
金
事
業
へ
申
請
予
定
、
ま
た
は
興
味
の

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
市
民
活
動
団
体

参
加
料
／
無
料　
　

申
し
込
み
期
限
／
5
月
6
日

（日）
ま
で

※
要
予
約
（
電
話
で
、
期
間
中
の
都
合
の

よ
い
日
時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）　

問
い
合
わ
せ
／
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
広
場
ふ
ら
っ
と

御
殿
場
）
☎(

70)

６
８
２
０ 

※
受
付
時
間
は
、
火
～
日
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

 
新
し
い
副
市
長
を
紹
介
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
御
殿
場
市
の
副
市
長

に
前
市
議
会
議
員
の
瀧
口
達
也
さ
ん
が
就

任
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

　
　

を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
を
高
校
３

年
生
相
当
年
齢
ま
で
引

き
上
げ
ま
し
た
。

助
成
対
象
／
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
高
校
生
相
当
年
齢
の
子

ど
も
の
医
療
費
（
18
歳
の
誕
生
日
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）

※
高
校
に
在
学
し
て
い
る
人
に
限
ら
ず
、

就
労
し
て
い
る
人
等
を
含
み
ま
す
。

自
己
負
担
額
／
①
通
院
…
１
回
５
０
０
円

（
月
４
回
合
計
２
、
０
０
０
円
を
上
限
）

②
入
院
…
無
料

③
薬
局
…
無
料
（
容
器
代
を
除
く
）

お
知
ら
せ

募
　
集

催
　
し

市
民
伝
言
板

副市長
瀧口　達也（45）
（新橋）

☎（82）4127
　 http://city.gotemba.shizuoka.jp/HP

「コミュニティＦＭがこの街に果たす役割について考える」シンポジウム開催…４月 17 日（火）　午後 1 時 30 分から
３時まで、市民交流センター「ふじざくら」交流ホールで、シンポジウムを開催します。申し込みは不要です。当日直
接会場へお越しください。問い合わせ／ＮＰＯ法人 富士山コミュニティ（申請中）☎ (83)5050
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家
庭
内
保
育
所
「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ 

　
　
　
　

 　

ナ
ー
サ
リ
ー
」
無
料
開
放

日
時
／
４
月
15
日

（日）　

午
前
10
時
～
正
午

会
場
／
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
ナ
ー
サ
リ
ー

（
新
橋
２
８
６
の
18
）

内
容
／
㈱
Ｍ
Ｅ
Ｉ
J
Ｉ
の
栄
養
士
に
よ
る

育
児
栄
養
相
談
や
幼
児
期
の
食
育
に
関
す
る

正
し
い
飲
み
方
・
食
べ
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

対
象
／
１
～
２
歳
児
と
そ
の
親

定
員
／
10
人
（
要
予
約
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
ナ
ー
サ
リ
ー
☎(

81)

０
４
１
５

　
 

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

日
時
／
５
月
６
日

（日）　

午
前
８
時
15
分
～

午
後
５
時

会
場
／
市
体
育
館

部
門
／
女
子
の
部
、
混
合
の
部
（
男
子
１
・

２
人
）

参
加
料
／
１
チ
ー
ム　

１
、
０
０
０
円

※
１
チ
ー
ム
は
４
～
６
人
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
21
日

（土）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
部
門
、

チ
ー
ム
名
、
人
数
、
代
表
者
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
）
で
、
佐
々
木

☎
・
℻(

84)

０
２
７
０
へ

　

さ
く
ら
学
園 

織
物
公
開
講
座
開
催

日
時
／
５
月
19
日

（土）　

午
後
１
時
～
４
時

会
場
／
さ
く
ら
学
園
（
川
島
田
）

内
容
／
細ほ

そ

巾は
ば

シ
ョ
ー
ル
・
コ
ー
ス
タ
ー
・

小
物
用
敷
き
マ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
を
織
る

募
集
人
数
／
12
人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

受
講
料
／
１
人
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
１
日

（火）
か
ら
電
話
で
、
さ
く
ら
学
園
☎(

89)

０
７
８
９
へ

　

ワ
ン
デ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ワ
ー
ク 

　
　
　
　
　

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
27
日

（金）　

午
後
７
時
30
分
～

９
時
、
28
日

（土）　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

参
加
料
／
１
日 

１
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ

チ
ャ
ペ
ル　

ゴ
ス
ペ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

☎(

82)

２
８
７
２

　

 

け
ん
玉
教
室  

前
期
参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
か
ら
10
月
の
毎
月
第
２
・
４
日

曜
日　

午
前
10
時
か
ら
正
午
、
ま
た
は
午

後
２
時
か
ら
４
時
（
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

対
象
／
市
内
在
住
の
５
歳
か
ら
シ
ニ
ア

参
加
料
／
５
０
０
円
（
１
回
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
日
本
け
ん
玉

協
会 

静
岡
県
支
部
（
パ
ピ
ー
ラ
ン
ド
内
）

☎
０
５
５
（
９
２
２
）
２
４
７
５

　

 
鮎
沢
花
の
会　

展
示
会
開
催

日
時
／
４
月
15
日

（日）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
／
鮎
沢
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
／
山
野
草
・
花
木
等
の
展
示
、
即
売

会
、
花
の
苗
無
料
配
布
（
数
に
限
り
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
／
鮎
沢
花
の
会　

佐
藤

☎(

82)

２
９
９
８

　
 

　

 
御
殿
場
西
高
等
学
校
主
催　
　

　
　
　
　
　
　

各
種
国
際
交
流
事
業

◎
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
生
と
の
交
流
会

日
時
／
４
月
21
日

（土）　

午
後
１
時
～
３
時

会
場
／
御
殿
場
西
高
等
学
校　

本
館

内
容
／
交
流
会
（
英
語
レ
ッ
ス
ン
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
）、
系
列
校
の
紹
介

対
象
／
市
内
在
住
の
中
学
生
（
保
護
者
も
可
）

◎
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
夏
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

参
加
者
募
集

期
日
／
８
月
２
日

（木）
～
15
日

（水）　

14
日
間

場
所
／
ビ
ク
ト
リ
ア
州
ジ
ロ
ン
グ
市

滞
在
先
／
系
列
校
の
生
徒
宅

対
象
／
市
内
在
住
の
中
学
生

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

※
最
小
催
行
人
数
15
人
に
達
し
な
い
場
合
、

実
施
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

費
用
／
２
８
５
、
０
０
０
円

申
し
込
み
期
限
／
５
月
８
日

（火）

《
共
通
事
項

》

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
西
高
等
学
校　

国

際
理
解
教
育
委
員
会
☎(

89)

２
４
６
６

　

 

「
待
っ
て
ま
し
た
！　
　
　
　
　

　
　

春
・
歌
・
花
の
交
歓
会
」
開
催

　

歌
謡
ス
テ
ー
ジ
の
他
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
22
日

（日）　

午
前
の
部
…
午
前

９
時
～
、
午
後
の
部
…
午
後
１
時
～

会
場
／
玉
穂
支
所　

区
民
ホ
ー
ル

参
加
料
／
無
料

問
い
合
わ
せ
／
巣
瀬
☎(

89)

３
９
４
２

　

12

有
料
広
告

市
民
伝
言
板

「富士山への想いの言葉」募集…市民の皆さんから富士山への想いの言葉をいただき、富士山の歌を作ります。作曲は
シンガーソングライターの西島三重子さんです。はがきに住所・氏名・電話番号と「富士山への想いの言葉」を記入し、
4 月 30 日（月）までに、萩原 537 の１ 日本郵便御殿場支店留へお送り下さい。問い合わせ／西島☎ (81)2688

名　称 実施日 … 対象（誕生日） 受付時間 持　ち　物
●赤ちゃんセミナー

（平成 24 年１月生まれ）
１日㈫

15 日㈫
…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 00 分
～１時 20 分 母子健康手帳

●６カ月児健康診査
（平成 23 年 10 月生まれ）

２日㈬
16 日㈬

…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 15 分
～２時 00 分 母子健康手帳、アンケート

●１歳６カ月児健康診査
（平成 22 年 10 月生まれ）

８日㈫
22 日㈫

…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 15 分
～２時 00 分 母子健康手帳、アンケート

●２歳児健康相談
（平成 22 年４月生まれ）
★歯みがき指導

10 日㈭ … 生まれた日による
区分はありません

午前９時 30 分
～ 10 時 30 分 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル

●３歳児健康診査
（平成 21 年４月生まれ）

９日㈬
23 日㈬

…
…

１日～ 15 日生まれ
16 日～末日生まれ

午後１時 15 分
～２時 00 分

母子健康手帳、３歳児健康診査アン
ケート、尿

●定期予防接種（ＢＣＧ）
（平成 24 年生まれ）

８日㈫
21 日㈪

…
…

 １月 16 日～末日生まれ
 ２月１日～ 15 日生まれ

午後１時 30 分
～１時 50 分

母子健康手帳、予診票
※左記の対象者の他、生後６カ月未
満の未接種者も接種できます。

　　　保健センター健康相談
※会場はいずれも保健センターです。
●乳幼児健康相談　予約不要
　乳幼児の身体測定、育児・栄養相談などに応じます。
期日／５月 14 日㈪　受付時間／午前 9 時 15 分～ 10 時 15 分
※込み合いますので、０歳児は早めにお越しください。
●成人健康相談　
期日／５月 ７日㈪　受付時間／午後１時 30 分～ 2 時 30 分
　　　　　25 日㈮　受付時間／午前９時 30 分～ 10 時 30 分
内容／生活習慣病予防に関する健康・栄養相談、骨密度
測定、健診結果の見方などに保健師・栄養士が応じます。
申し込み／事前に電話または直接、健康推進課へ

　　　プレママ学級（妊婦教室） 　予約制
日時／５月 18 日㈮　午前９時 30 分～午後１時 30 分
会場／保健センター　募集人数／ 20 人（先着順）
内容／妊娠中からの栄養とバランスのよい食事について（お話と調
理実習）、妊婦体験・育児について（実習）　対象／妊婦及びその夫
申し込み／４月 26 日㈭から５月 10 日㈭までに、電話
で健康推進課へ

●エイズ検査、肝炎検査　電話予約制・匿名
日時／５月９日㈬　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
申し込み・問い合わせ／医療健康課☎（82）1224
●精神保健福祉総合相談　電話予約制
日時／５月 21 日㈪　午後１時 30 分～３時 30 分
内容／精神障がい者の適正医療、社会復帰・ノイローゼ
などに関する相談
申し込み・問い合わせ／福祉課☎（82）1222
※会場はいずれも御殿場健康福祉センターです。
●御殿場断酒会
日時／５月 6 日㈰、11 日㈮、19 日㈯、27 日㈰
　　　午後７時～９時
会場／市民交流センター「ふじざくら」
問い合わせ／断酒会　小澤☎（83）9520
※初めての人は、事前にご連絡ください。
●夜間エイズ検査　電話予約制・匿名
日時／５月８日㈫　午後５時～７時 45 分
会場／東部健康福祉センター
申し込み・問い合わせ／地域医療課☎ 055(920)2109

会場／保健センター　★印は、健康相談と同時に実施します。
※健診の問い合わせは、当日の午前中までに健康推進課へ

５
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５月の健康診査・予防接種



この広報紙は、再生紙を使用しています。

障がいのある人のための、カセットテープと点字による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／社会福祉課☎（82）4238

３月１日現在
（外国人登録を含む）

合　計　90,223 人（前月比△ 26 人）男 46,149 人　女 44,074 人
世帯数　34,929 世帯（前月比△ 38 世帯）
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御
殿
場
西
高
校
3
年
の
成
田

怜
未
さ
ん
と
杉
本
佳
那
子
さ
ん

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
毎
日

放
送
さ
れ
て
い
る
「
ギ
ュ
ッ
と

ご
て
ん
ば
」
内
の
市
の
広
報
番

組
に
、
昨
年
４
月
か
ら
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
出
演
。
市
の
行

事
や
募
集
案
内
な
ど
を
、
月
に

１
回
交
代
で
収
録
し
て
き
た
。

―
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
抜
擢
さ
れ
た

時
、ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
？

成
田
さ
ん
（
以
下
成
田
）　

と
に

か
く
び
っ
く
り
。
だ
っ
て
私
、
本

読
み
が
す
ご
く
苦
手
な
ん
で
す
。

友
達
に
も
不
思
議
が
ら
れ
て
。

杉
本
さ
ん
（
以
下
杉
本
）　

私

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
最
初

の
収
録
の
時
は
、
本
当
に
緊
張

し
ま
し
た
。

―
カ
メ
ラ
の
前
で
話
す
時
、
気

を
つ
け
て
い
た
こ
と
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
？

成
田　

ち
ゃ
ん
と
し
ゃ
べ
ら
な

き
ゃ
！
と
思
う
と
早
口
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
し
ゃ
べ

ろ
う
と
す
る
と
声
が
暗
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
…
こ
れ
は
最
後
ま
で

難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

杉
本　

最
初
の
収
録
で
私
が
す

ご
く
緊
張
し
て
い
た
の
を
見
て
、

（
引
率
の
）
土
屋
先
生
が
「
自

信
を
持
っ
て
、
堂
々
と
読
め
ば

い
い
ん
だ
よ
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
て
、
そ
こ
で
吹
っ
切
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
元
気
・

笑
顔
を
心
掛
け
て
、
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
気
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。

―
１
年
間
歩
ん
で
き
た
感
想
は
？

杉
本　

最
初
の
頃
は
緊
張
か

ら
、
と
に
か
く
Ｏ
Ｋ
が
出
る
の

を
待
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
途

中
か
ら
は
「
Ｏ
Ｋ
が
出
る
よ
う

に
読
む
」
の
で
は
な
く
て
、「
自

分
で
納
得
で
き
る
よ
う
に
読

む
」
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
田　

私
は
、
近
所
の
人
や
、

学
校
の
先
生
た
ち
に
「
テ
レ
ビ

見
た
よ
！
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
に
見

た
と
言
わ
れ
る
と
、
も
っ
と
頑

張
ろ
う
と
思
え
て
。
最
近
で
は
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
の
を
不

思
議
が
っ
て
い
た
友
達
が
「
本

読
み
、
上
手
く
な
っ
た
ね
」
っ

て
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

杉
本　

私
も
、
近
所
の
人
た
ち

が
感
想
を
く
れ
る
の
が
、
と
て

も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
、

友
達
や
家
族
が
「
話
し
方
が
変

わ
っ
た
。
良
く
な
っ
た
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
て
、
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
自
分
で
気
付
か
な
い
う

ち
に
、
相
手
が
聞
き
取
り
や
す

い
話
し
方
が
、
身
に
つ
い
た
の

か
な
？
と
思
い
ま
す
。

―
２
人
の
、
将
来
の
夢
は
？

成
田　

家
庭
科
の
先
生
に
な
る

こ
と
で
す
。

杉
本　

私
は
、
在
来
線
の
車
掌

さ
ん
で
す
。

―
２
人
と
も
、
人
に
何
か
を
伝

え
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
切
な

仕
事
で
す
ね
！
き
っ
と
、
今
回

の
経
験
は
、
夢
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
ね
。

成
田　

つ
な
が
る
と
い
い
ね
！

杉
本　

そ
う
だ
ね
！

　
「
ギ
ュ
ッ
と
ご
て
ん
ば
」
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
務
め
る
の
は
、

２
人
で
６
代
目
。
４
月
か
ら
後

輩
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
と
な
っ
た
。

　

成
田
さ
ん
と
杉
本
さ
ん
の
輝

き
は
、
次
世
代
へ
受
け
継
が
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。

地元ケーブルテレビの　　　
　　　　　　　アナウンサー

情報発信を支える　　　
　フレッシュな「市の顔」

御殿場西高校３年
成田　怜

さと

未
み

さん（左）
杉本　佳

か な こ

那子さん（右）

羽田　智
  　ち　ふみ　 

郁ちゃん（左）（10 カ月）

父・武さん／母・邦江さん（新橋）

笑顔の可愛い智郁ちゃんは優しい桃菜ねぇねが大

好き♪いつまでも仲のいい素敵な姉妹でいてね！

原　桃夏ちゃん（２歳９カ月）

父・和己さん／母・志穂さん（神山）

アンパンマンとご飯が食べるのが大好きな桃夏ちゃ

ん♪将来はパパのお嫁さんになるそうです (^^)v

vol.7３
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